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京都大学原子炉実験所広報誌
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昭和30年、国連の第1固原子力平和利用国際会議がジュネーブ

で開催された年に、日本学術会議の「原子力に関するシンポジウム」

で、関東と関西の大学に研究用の原子炉を1基すつ設置するという

提案がなされました。そして、その翌年、京都大学に研究用原子炉

を設置する案が当時の文部省から科学技術庁あてに提出され、わ

が国初のノーベル物理学賞受賞者湯川秀樹先生を初代委員長とし

て原子炉設置準備委員会が設置されました。これが京都大学研究

用原子炉（KUR）の建設計画の始まりでした。その後、京都大学は

原子炉設置承認を申請し、昭和37年3月にこれが認められました。

用地探しは約5年間難航し、昭和35年12月にようやく熊取町に設

置するととが決まりました。そして、昭和38年に 「原子炉による実

験およびこれに関連する研究を行う」ことを目的に京都大学附置

全国大学共同利用研究所として原子炉実験所が設置され、KURは

昭和39年6月25日に初臨界を達成、周年8月には当初の定格出力

lOOOkWに到達しました。昭和40年からは早くも共同利用が開始

され、昭和43年には冷却系等を改造して定格出力を5000kWIこ

増強しました。

連盟申のKUR原子t戸建屋（昭和38年） 初臨界に近接中の制御室の様子（昭和39年）

運転開始後10年ほど経って、学術の進展に対応するため2号炉（高

中性子束炉）の建設計画が立ち上がりました。昭和49年には臨界

集合体実験装置 （KUCA）が設置され、これを使って2号炉の設計

研究も進められました。それらの成果を踏まえて2号炉の基本設計

がなされ、昭和53年には固によって2号炉の増設が承認されました。

しかし、その直後、米国で過去最悪のスリ一マイル島原子力発電所

事故が発生しました。その影響もあって地元の人々の不安を払拭

することができす、計画はこう着状態に陥ってしまいました。そのよ

うな中、KURは重大悲危機に直面しました。昭和63年4月、2基の

主熱交換器の2次側から相次いで漏水があり、さらに、その年の夏

には、重水タンクからの重水漏洩が見つかったのです。このために

KU円は約1年間の運転停止を余儀芯くされました。幸い、外部への

影響は最小限にくい止められ、地元の方々のご理解力可尋られたので、

大損かり芯復旧作業の後、平成元年の夏にKURの運転を再開する

ことができました。

この間も2号炉計画は事態打開の見通しが得うれませんでした

ので、平成3年2月、ついに計画は正式に撤回されました。との頃に

は、旧日本原子力研究所が改造JRR-3の利用運転を開始していま

した。とれらの状況の変化に応じて実験所ではKURの取り扱いを

検討するとともに、平成3年には広範囲の健全性調査を実施し運転

継続に支障のないことを確認しました。そして、平成5年には旧文

部省学術審議会で大学における研究用原子炉の在り方についての

検討がなされ、KURについては、「安全確保を第一に設備と運用体

制の整備を図り、学術研究の観点からは5つの研究領域を重点的に

進めるべきJとの報告書がまとめられました。これを受けて実験所

では運営組織の見直しゃ重点研究領域推進のための実験設備を整

備し、また、lくURの安全確保にとって必要不可欠な箇所を重点的に

特別整備しました。平成10年には計測制御系の全面更新を行い、

コンピュータによる運転支援システムの導入などの近代化を図りま

した。燃料に関しては、昭和52年に発表された米国の核不拡散政

策によって高濃縮ウランは入手できなくなっていましたが、2号炉

計画の撤回によって2号

炉用に購入していた高

濃縮ウランをKUR用燃

料に転用するととが米国

政府に認められ、高濃縮

ウラン燃料による運転を

昨年まで続けるととがで

きました。一方、使用済

燃料の米国への返送は、

昭和47年以来ストップ KURを利用した研究の例

したままでしたが、関係各方面のご協力により平成11年に再開さ

れました。今年度、返送が終われば、KUR用の高濃縮ウラン燃料は

全て無くなります。この42年間に消費したウラン235の量It，塊

にすれば煉瓦ブロック1個程度の大きさです。との大きさのウラン

235が核分裂を起こして、この42年間の実験所の活動を支えたこ

とに芯ります。この問、年間延べ約6000人・日の研究者が実験所

を訪れ、多種多様芯科学研究を進め、新しし1装置を開発し、また、世

界で初めて中性子によるがん治療を本格的に行いました。KURは

現在停止して低濃縮ウラン燃料を使用するために設置変更承認を

申請中です。これが認められれば低濃縮ウラン燃料を使用して運

転を再開する予定です。この停止期間中は運転再開に備え、炉心タ

ンクや冷却系、実験孔など、普段見るととが難しい部分まで見て健

全性調査を行っています。



2号炉計画撤回の後、実験所

では、新たな将来計画の模索を

続けていました。その結果、平成

10年度の将来計画小委員会の

報告書で、 「21世紀に向かつては、

実験所において行われている核

エネルギー利用及び放射線粒

子線刺用のための特徴的な研究

をさらに推進するととが重要で高濃縮ウランによる運転終了直前の
あり、そのためにはKURの低濃 KUR（平成18年）

縮ウラン燃料化を遅滞なく進めるとともに、関連研究の飛躍的な進

展を目指して将来的にはKURにも代わる最新鋭の実験施設を建設

して行くことが必要であるJとし、新しい施設として、安全性と機能

性の飛躍的芯向上を目指して加速器と核燃料集合体の協調による

ハイブリッドシステムを開発する、いわゆる中性子ファクトリー計画

が発表されました。現在、イノベーションリサーチラポに設置され完

成まであと 歩のFFAG加速器のブロジ工ク卜は、との将来計画の

フェーズ1の一部に相当するものです。

このようZ王将来計画のもと、実験所は、原子力科学を21世紀の人

類福祉に役立てるべく学際的な研究教育活動を行う組織「アトムサ

イヱンスコンソーシアムJを形成して、熊取キャンパスを地域に根ざ

し、世界に拡がる科学の郷「くまとりサイエンスパークJに発展させ

るという構想の実現に向けて全力を尽くしています。そして、実験

所の成果を地域の活性化に役立てようと熊取町、大阪府、京都大学

の3者で「熊取アトムサイエンスパーク繕想」の実現に向けて努力

しています。今後とも、皆様方の暖かいご理解とご支援を賜ります

よう、お願い申しよげます。

・民菖百信~f:Jii・－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
臨界（りんかい）とはウラン235の原子核l立、中性子を1個服収すると、核分
型を起立してエネルギーと2～3個の中性子を放出します。放出された2～3
個の中性手のうち1個が次の核分裂を起こせば‘核分裂が連鎖する反応を一
定のIIJ合に保つことができます。この状態を阻界といいます。

炉心タンヲ健全性調査（平成18年）

くまとりサイエンスパーク構想
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｜捌性同位向戚と利用防天然防防 ｜ 
核現象の解明へ ｜ 

同位体製造管理工学研究分野・柴田誠一教授

レントゲンがエックス線を発見したのが

1895年、ベクレルが放射能を発見したのが

翌1896年のことで、放射線、放射能が発見

されてからまだ110年あまりが経過したに過

ぎませんが、この発見により、私達自身を構成

する物質の構造から、私達が生活している地

球を含む太陽系がいつ頃生まれ、これかうど

のように進化していくのかなどについていろ

いろなことが明らかになってきました。

中越沖地震が発生した7月16日の夜、熊取町は泉南地区での観

測史上最大ともいわれる豪雨に見舞われました。その時、熊取町の

環境放射線のレベルがその前後のレベルと比較して2倍ほどに上

がりました。これは、空気中に浮遊している放射性物質（ラドン芯ど）

が降雨により地表面に集まってきたために起こったことで、放射線

のレベルと降雨量との聞には相関があります（図l)。（今回の地震

と放射線レベルの上昇には直接の因果関係はありません。）このよ

うに私達の身の回りには様々な形で放射線、放射能が存在していま

す。また、私達の体内にもごくわすかですが放射性同位体があります。

私達の身の回りに存在しているこれらの放射線、放射能を測定すること

中性子物質科学研究分野・森本幸生教授

タンパク質とは生命の重要な構成成分で、

20種類のアミノ酸が50～2000の数珠状

につながった巨大分子です。このアミノ酸の

並び方はタンパク質ごとに決まっていて、私

達の体がどの様に形作られるかは、この並び

方によりコントロールされています。タンパ

ク質が持つ最も重要な特徴は、その三次元的

な立体構造が非常にバラエティーに富んでい

ることです。図1は私たちが決定したタンパク質の立体構造ですが、

アミノ酸の並び方により数珠状のタンパク質が折りたたまれて複雑

な立体構造をとっています。タンパク質は10000存在すると言わ

れていますが、現時点ではその立体構造をアミノ酸の並びから予測

することが出来ません。私達は、タンパク質の立体構造を決定して、

タンパク質はどのようにして複雑芯立体構造をとるのか？タンパク

質の機能はどの様に維持されているのかつを明らかにしていく研究

を行っています。現在、この分野は、タンパク質を標的にした薬剤や

食品の開発に利用されている注目度の高い分野です。

さて、立体構造を決める方法としては×線を結晶に照射して回折パ

ターンを処理する方法が一般的ですが、×線ではタンパク質の約半

分を占めている水素原子を観察することが出来ません。そこで、私

により、その放射線、放射能がどのようにして生成したか、存在するように

なったか芯どについての情報を読みとることができます。またそれとは逆

に原子炉や加速器を用いて放射性同位体を製造し、天然で起こっている現

象の再現を試みることによっ 関扇町稲荷

てもその生成プロセスを追究 恒聖空Tう
すること力可能に芯ってきます。 叩

原子炉や加速器が身近に

Elllll置m
雇彊遍璽腫.－

宮 崎

ある当実験所では、このよう ：・舗
な研究を遂行するための環境 r: 
が整っています。私どもの研

究室では、原子炉や加速器で

生成する放射性物質を取り扱

降
水
量

崎

l 

う設備を使用して、自然科学
図l空間線量率と降水量との関係（7パ5～19)

のあらゆる分野の研究に有効 測定場所：熊取オフサイトセンター

に利用できる放射性同位体の

製造とその利用に関する研究

を行うとともに、極微量の放

射空間位体の高感度演IJ：c去（加

速器質量分析法、図2）を応用

して、身の回りで起こっている

様々 芯核現象の解明を目指し
図2加速器質量分析測定系の概念図

て研究を進めています。 （第4版実験化学講座14核・般射線より）

達は原子炉から得ることの出来る中性子線を×線の代わりに結晶に

照射することにより、水素原子を観察して、タンパク質の完全な姿を

捉えることに挑戦しています。そのーっとして、ヘモグロビンの中

性子解析があります。ヘモグロビンは私達の体内で酸素を運んでい

るタンパク質ですが、一番重要芯酸素と結合する仕組みにはまだ謎

の部分が多くあります。私達は、酸素と結合する鉄原子力t、水素状態

の違う二つのヒスチジンに挟まれていて、この水素状態が酸素結合

をコントロールしていることを発見しました。これは、従来の仮説と

は全く違う新しい仕組みで、酸素輸送についての新しい展開をもた

らすことが期待されます。

地
…畿問，，帥，m

図1これまで私達が決定したタンパク 図2.ヘモグロビン内部にある酸素が結
質の立体構造。犠々 tJ.形状を取っ 合する鉄原子。鉄原子が、 2つの
ている。 水素状線（図内の緑）の遣うアミノ

酸（ヒスチジン）に挟まれている。
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粒子線生物学研究分野・渡遺正己教授

臨床的な観察から、がんはいくつもの変化

が積み重芯って起きると信じられてきました。

読者の多くもそう信じておられるでしょう。そ

して、段階的に進むがん化変化の各ステッブlこ、
がんを促進する遺伝子（がん遺伝子）とがんを

抑制する遺伝子（がん抑制遺伝子）の変化が関

与していると考えられています。この考え方は、

“発がんのDNA標的説（突然変異説）”といわれ、

現在、最も有力な発がんの仮説となっています。この説では、発が

んの第一ステッブは、生体の青写真であるDNAが傷つくこと（DNA

が標的）であると考えられていました。しかし、最近、DNA損傷が起

こら芯くても発がんするなど、発がんのプロセス全体を見渡すと様々

な矛盾が指摘されるように芯ってきました。こうした背景にあって、

私達の研究グループは、遺伝子の変異によって発症する病気は10

万人に数人程度の頻度でしか起こら芯いのに、なぜ、がんは、2人に

1人という高い頻度で起きるのだろうかつという疑問をもって、その

原因を明らかにするための研究をおこなっています。

その研究活動から、大部分のがんが、遺伝子すなわちDNAが傷

つくことが原因で生ずるのではなく染色体の数の異常（異数化）で

あることを発見しました。動物細胞では、すべての染色体が2本一

組で正常に機能していますが、組を作る染色体の数が3・4本に変化

平成19年4月ア日（土）に毎年恒例の原子炉実験所一般公聞を実

施しました。今年は暖冬で葉桜かとヤキモキしましたが、例年通り

の開花となりました。一般公開当日はあいにくの雨にも負けす地元

熊取町を中心に430名の参加があり、一日中大混雑の盛況振りで

した。

ビデオを使った当実験所の研究紹介と日本原子力学会関西支部

との共催による科学実験・工作コーナーでの科学体験や当実験所

員による原子炉施設の見学会を行いました。

科学実験・工作体験

コーナーでは、おなじ

みの「霧箱や簡易分

光器の工作」を通じて

放射線を実際に目で

見たり放射線を実際 司

に測定するコーナ一、

液体窒素でタンポポ

やゴム風船を浸して

取り出し握って－197

℃の世界を体験でき科学実験コーナー「霧箱や簡易分光器の工作」風景
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し、遺伝子を運んでいる染色体数のバランスが変化することによっ

て遺伝子の働きが旨く制御することができなくなるのです。こうし

たことが、DNA突然変異の数千倍も高い頻度で起きてがんを発生

させるのです。そして、このような染色体数の異常は、細胞内で産

生される酸素ラジカルが染色体分離装置（中心体等）を攻撃し、その

構造や機能が変化することによって生ずる分裂撹乱が原因となって

起こるようです。写真に放射線照射時に生じた中心体の構造異常と

異常分裂像を示します。いま、私達の研究グループは、この新しい発

見に基づいて、 『発がんは“タンパク標的”を起源にして起きる』と

する新しい発がん仮説を世界に向けて発信しています。

正常細胞の中心体は（a）に示すように1・2個である。その場合、細胞分裂期で
正常な核分裂（b）が起きる。しかし、放射線等のストレスを受けると中心体の不
安定化（C）が起こり、その結果、（d）や（e）に示すよう芯異常な核分裂が起こり、娘
細胞への染色体の不均等配分が生する。不均等分裂は染色体の異数化を起こす。

る実験コーナーには、多くの方が参加し、サイエンスの世界を垣間

見た喜びを感じられたようでした。

また、施設見学コーナーでは当実験所員がツアーコンダクターと

なってKUR（研究用

原子炉）、廃棄物処理

棟の見学を行いまし

た。特に、今年は直前

に多くの商業用原子

炉での中性子制御棒

の脱落事故の報道が

された関係か、熱心に

質問される方も多く、

とても興味深く見学

されたようです。 施設見学ツアーrKUR原子炉室」での見学風景
今後ともこのよう芯

機会を通じて、地域住

民の方だけではなく

より多くの方々に原子

力とそれを支える基

礎的な科学への理解

の場を提供して、当実

験所における研究活

動について理解と協

力が得られる様に努

力いたします。

債整

2007ポスター
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事務部総務課・総務掛三重員由美古んに聞く
この度，総務掛の三倉員由美さんが国際交流貢献賞という所長表

彰を受けられました。三倉さんは原子炉実験所の外国人留学生に

ボランティアで日本語を教えておられ、その貢献が認められ所長表

彰を受けられました。

この度は大変ユニーク砿所長表彰を受け5れ誠におめでとうございます。

ありがとうございます。

日本語講師の資格を取5れたのはいつですか？

5年くらい前に日本語教師の専門学校に通って420時間の単位

を取りました。

日本語講聞になったきっかけは何ですか？

自分が、英語を習っているときに英語は英語で教わるのた、から，日

本語を日本語で教えられるはすと思いました。それには日本語の教

え方や日本語を良く知ら芯いといけ芯いと思ったのがきっかけで、

専門学校に行ってみようと思いました。

専門学校では教えるテクニックを教わるのですか？

いえ、それは学校では教わりませんでした。専門学校終了後、韓

国で日本語の全く分から芯い人たちに1週間、実地で教えるインタ

ーンシッブに行き、それを通して教えられるようになったと思います。

京都大学大学院理学研究科生物科学専攻

細胞情報制御学研究室（濃遺研究室）

吉居草子さん（博士後期課程2年）に聞く

吉居華子さんは2004年3月に長崎大学薬学部薬科学科を卒業、

周年4月に長崎大学大学院医歯薬学総合研究科生命薬科学専攻に

入学、現在，京都大学大学院理学研究科生物科学専攻（動物学系）博

士後期課程2年の学生として日々研究に励んでいます。

渡遺教授の京都大学原子炉実験所への赴任に伴い、長崎大学か5

京都大学原子炉実験所に来5れた訳ですが、実験所の印象はいか

がですか？また，長崎と大阪の違いなどについてはいかがですか？

ます、早い大阪弁に戸惑いました。また、

電車の中で知らない人にもすく宮古しかける

ところがすごいと思います。実験所では男

の人が多い（長崎大学の薬学部は女の人が。。。。。。。
京都大学大学院理学研究科生物科学専攻

三倉さんは英語が堪能ですが、外国人には日本語で日本語を教え

ているのですか？

そうです。直接法と言い，日本語を日本語で教えるのですが、日本

語が全く分からない人に文法的なことを教えるのはむずかしいです。

最初の段階では絵カードで教えます。また、単語や動作を絵力一ド

で教えて、それに活用、時制などを加えて教えていきます。

原子炉異験所で教えだしたのは何年前で、いま、生徒は何人ですか？

1年前からで、現在、中国人、インドネシア人、フランス人の3人です。

週2回教えています。

私達lま文法を意識せすに日本語の読み書き，会話をしていますが、

いざ，外国人に教えると砿ると，どういう苦労がありますか？

助詞が日本語独特なので、そこを教えるのが大変です。後は日本

人には思いもつか芯い質問が出た時がとても困りますね。

日本語を教えて嬉しかったことはどうでしょう？

全く、日本語が分かう芯かった人が8ヶ月で話を聞くことができる

ように芯ったことですね。お正月に自宅｜ζ招待して日本文化を紹介

したのですが，喜んでもらえて、そういうことも嬉しいですね。

日本語が分か5なくて心細い思いをしている外国人にとって三

倉さんの存在は心強いことで

しよう。国際交流を自然体で

実践している三倉さんに感謝

したいと思います。

。。。。0001
事務部総務課・総務掛三倉員由美さん
19××年2月15日生まれ
大阪府岸和田市出身
最終学歴神戸松蔭女子学院大学短期末学部英文学科卒
1986年8月原子炉実験所入所、以来O十年総
務課総務掛所属

多かったので）という印象が強いです。また、色々 主主分野の人と知り

合えたのがよかったで、す。

現在の研究テーマについて易しく教えてください。

テーマ名は「細胞がん化に対する酸素効果制御機構の解明Jです。
現在、3人に1人ががんで、亡くなっていますが、細胞レベルでは、ヒ卜の

細胞はほとんどがん化せす、未だ正常細胞がなぜがんになるのかとい

う疑問は明らかに芯っていません。私は、発がん剤が芯くとも簡単に

がん化するマウスの細胞とヒトの細胞とを比較する乙とで、乙の疑問

を解こうとしています。酸素は生命活動lζ必須である一方、過剰芯酸

化ストレスの負荷が生活習慣病や老化の要因ともなるととが明らかに

なっています。この酸化ストレスの代謝機構の破綻が細胞がん化に関

わっているのではないかという仮説の検証が私の研究テーマで、すo

将来の展望についてお考えをお聞かせください。

現在は基礎研究を行っていますが、医療の分野には常に興昧があり、みん

芯が健康的な生活が送れるよう、 生医療に関わる仕事

細胞情報制御学研究室（渡遣研究室）博士後期課程2年・吉居華子さん
長崎県出身

を続けて行きたいと思っています。薬剤開発研究や現場

の薬剤師として医療の一翼を担えればいい芯と思います。

2000年4月、長崎大学薬学部薬科学科入学
2004年3月、同卒業
2004年4月、長崎大学大学院長歯薬学総合研究科生命薬科学専攻修士課程入学
2006年3月、同修了
2006年4月、京都大学大学院理学研究科生物科学専攻へ進学。

5 

趣味はビーズアクセサリー作りや、旅行という才色兼

備の吉居華子さん，；欠｛-'eを担う若手生命科学の研究者

として博士課程修了後もご活躍が期待できそうです。
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アメリカ滞在記
申性子材料科学研究分野・森一広助教

私生活も大変刺激的でした。 Halloween、ThanksgivingC感謝

祭）、Christmas、Easter（復活祭）、IndependenceDay C独立

記念日）・・－と1年を通じてアメリカの文化に触れるととができました。

家々がイ，レミネーションで輝いたChristmasの夜、360度見渡す

限りに打ち上げられたIndependenceDayの花火は今でも忘れら

私は2006年9月から1年間、京都大学教育研究振興財団の支援 れません。また、マイナス20℃の極寒やトルネード警報なども経験

によりアメリカ合衆国の国立アルゴンヌ研究所（ANL)JI'.ルス中性

子施設（IPNS）に滞在していました。 ANLはシカゴから南西！こ車で

30分程走った所にあり、森林に固まれた緑豊かな研究所です。

ANL内にはWhiteDeer（その名の通り白鹿）や雁芯どが生活して

おり、今夏は有名な17年ゼミの大発生にも遭遇しました。

さて、私の主主主研究テーマは「中性子線を利用した機能性材料の

構造研究」で、原子レベルの構造を調査して材料，の生能を向上させ

ようというものです。中性子線は「回折」という現象を利用すること

で物質の構造を調べる事が可能です。特に、中性子線は水素やυチ
ウムとし1った軽元素の存在場所を特定する場合に有効で、あるため、

今話題の燃料電池や二次電池の研究分野でも広く活用されていま

す。 IPNS滞在中は、中性子園折装置を利用してとのような材料の

構造研究や構造解析手法の開発に取り組んでいました。私のス－

）＼ーパイザーであるJamesW目Richardson.Jr目（普段はJimと呼

んでいます）から自由で快適芯研究環境を提供して頂いたよ、私と

同世代の研究者達とJimが定期的に集まって研究報告や意見交換

ができたことは大変有意義でした。

しました。近所の教会で

聞かれていた無料の

ESLクラス（英会話教室）

にも参加し、ESLの先生

であるDave& Judy夫

妻には教会の音楽祭や

近所のジャズ祭に誘って

頂きました。多くの人々

と出会し1、様々芯文化に

触れるととができた今

回のアメリカ滞在は、私

の中の価値観を大きく

変えたようです。そして、

この貴重芯経験が今後

の研究／教育活動の糧に

芯ると確信しています。

国立アルゴンヌ研究所の正面ゲート付近で撮影

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ASK WORLDレポート.2

FFAGインターナショナルワークショップに参加して
技術室・吉野泰史技術職員

我々は4月12日～17日に夕、ルノーフ］レのLaboratoi「e de ると“本当に大丈夫なのつ”と思うようなものもありました。

Physique Subatomique et de Cosmologie (LPSC）で開催 また、今回のワークショップは私が今までに参加した研究会とは異

されたFFAGインターナショナルワークショッブlこKARTブロジ、工ク なり、参加者は熱くギラギラした方が多く、発表のたびに熱い議論が

卜に携わっている教員4名、学生2名、技術職員3名の計9名が参加 なされ、時にはケン力しているのではと思うような議論がたびたび

して参りました。 ありました。

ワークショップが開催されたLPSCは、原子炉実験所の方々には馴 ととろで肝心の私の発表ですが、いよいよ海外の研究会テ‘ビュー

染みのあるILLに隣接した施設でした。ワークショッブで、は、想像し かといきごんで、苦手の英語での原稿を作成し、スピーチも入念に

ていたより多くの方々が固定磁場強集束（FFAG）加速器の研究に取 準備＆練習していたのですが、熱い議論のとばっちりで、幸か不幸か

り組んでおられることを知りました。発表では、世界各国で進められ 発表する機会に恵まれませんでした。

ているFFAG加速器プロジェクトについての発表がおと芯われ、現 研究会以外の出来事では、休日に私と学生の堀井君はLPSCの

在進行中のFFAG加速器プロジェクトの多さに驚かされました。発 スタッフ達と春スキーに行きました。連れて行ってもらったスキー

表された加速器はダクト芯ど形状に特徴があるものが多く、面白そ 場は、LES2 ALPS(2つのアルプス）というシャモニ のようにメ

うだなと思う反面、実際にFFAG加速器を動かしている我々からす ジャーなスキー場ではないのですが、標高は富士山より高く、北海

LES 2 ALPSにて。左から二人目が筆者。

道がちっぽけに感じる程のスケールの大きさで、した。おかげで私は

興奮し、標高の高さを忘れ、いつもより八イピッチで滑ってしまい軽

い高山病にかかる始末…。また、とのスキ場はコ ス整備や制限

がほとんどなく、と‘こでも滑ったり、飛んだりすることが可能で、 緒

に行ったLPSCの学生にクリフ（崖）を飛ぶようにと進め5れました

が、今回はさすがに勘弁してもらいました。次回は、実験所のスキー

叶 仲間と訪問し、クりフ（崖）に挑戦したいと思います。

6 

最後に今回の海外出張では、外国の方と接する機会や、海外の施

設を訪問する機会のあまりない私達にとっていい経験となりました。

特に外国の方とのコミュニケ ションをとるととを避けていた後輩

達が、自分から積極的に話しかけ、時にはジョークを交えながら談話

をするまでに芯ったととや、海外の施設の雰囲気や研究に取り組む

姿勢を肌で感じることが出来たのは本当によかったと思います。
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第6回アトムサイエンスフ工アを開催します。このフェアでは、
モノ作りを通して科学に親しむ実験・体験教室を企画しました。
実験・体験サイエンス教室
開催日：平成19年10月28日（日） 13時から
場 所：京都大学原子炉実験所
詳細については実験所ホームページをご覧ください。
(http://www.「「i.kyoto-u.ac.jp/index/gyoji.html)
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「紫外線の影響と光老化対策」と題して、紫外線の身体へ
のダメージや美肌アプローチについて紹介します。
開催日平成19年11月10日（土） 14時かう
場 所：熊取交流センター（煉瓦館）「コットンホ－）レJ
l)「紫外線から肌を守る一化粧品のできることj
講師小出干春－株）コーセー研究所開発研究室マテリアル開
発グループ所属・主席研究員
2）「人体への紫外線影響と老化j

講師：藤井紀子－京都大学原子炉実験所教授
詳細については実験所ホームページをご覧ください。
(http://www.r「i.同oto-u.ac.jp/index/gyoji.html)
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今年の夏は、猛暑の予感から一転、6月、7月とは思えないほど
気温が低くなったり、今年は冷夏か、と思わせては急に猛暑に転
じたり、とても不安定でした。いつになったら夏になるのかと思
うほど気温が不安定で梅雨明けも例年より遅かったようです。よ
うやく例年のように夏真つ盛りに入ってASK第4号をお届けいた
します。異常気象も地球温暖化が要因のひとつ、といわれつつ各
自が有効な対応策を見出せないでいます。原子炉実験所は原子
炉工学・中性子に関する物理学から、材料・応用の化学、また生体
物質に関する生物学、さらにがん治療に向けた医学臨床まで、原
子炉を中心として運転、応用、発展のための非常に幅の広い研究
者、職員が集まっています。また原子炉だけではなくこれを中心
とした各種測定機器、応凋施設があり全国共同利用に供していま
す。ASKでは実験所の各種施設の研究上の紹介も行いつつ、そ
れらの施設、装置の意義、背景をわかりやすくお伝えしようと思
います。また日頃あまり目が向かない敷地のあちこちにある種々
の草花の紹介も行いたいと考えています。これらを通して地域
のみなさまによりいっそう実験所が身近に感じていただけるよう
紙面づくりを考えたいと思います。 〔森本幸生〕

年2回発行するこのアトムサイエンスくまとり（ASK）広報誌で
すが、その表紙には、原子炉実験所の現況や四季の姿が飾られ
ています。今回は、湖面に映る原子炉を使いました。数々 のKUR
の写真の中でもこのショットは珍しいものだと思います。実験所
を支えていただいている熊取町のとある場所から見ると、このよ
うに水面にきれいに映る姿が見られます。とのようなポイントを
探して町内を散策するのも楽しいb、もしれませんね。

（表紙写真慢影・野木正博）

5傘J へ；♂＼山
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第42回学術講演会を下記の要領で開催いたします。今回
も各研究部門・附属施設で行われた研究のトピックス講演、プ
ロジェク卜研究と共同利用研究の成果発表、および定年退職
記念特別講演を行います。

。学術講演会開催日時：平成20年1月24日（木） 9:00～19:00 
25日（金） 9:00～13:00 

プログラムの都合で時間に多少の変更があるかもしれません。

O開催場所．京都大学原子炉実験所事務棟会議室（口頭発表）
II II 図書棟会議室（ポスター発表）

なお、詳しくは学術講演会の案内ページをご覧ください。
http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/lくOLIEN/index.html
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平成20年度共同利用研究の公募を行っております。

女共同利用研究（KURを利用するものを除く）
女中性子捕捉療法共同利用研究

＊研究会（ワークショップ－専門研究会）
提出締切日：平成19年11月16日（金）必着

＊臨界集合体実験装置共同利用研究
提出締切日：平成20年1月11日（金）

公募要項・申請書は下記URしからダウンロードしてご利用ください。
http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/JRS/Iくobo/1くobo.htm
なお、詳細については、共同利用掛のホームページ
(http://www.「「lkyoto-u.ac.jp/JRS／）をご覧ください0

・公募に関する照会先
京都大学原子炉実験所総務課共同利用掛
TEL:072-451-231 2 FA×：072-45 l -2620 
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際与静禽犠荷。草花主主錠持
このコーナーでは、実験所内に咲く野の草

花を紹介します。アスファルトの割れ目や力
ラカラに乾燥した地面かう、小さいけれど力
強く咲く草花にわたしたちは共感し、ある時は
励まされることもあります。第1回目は葛の花を紹介します。
写真・構内の空き地に咲いている葛の花。秋の七草の一つで根
からは葛粉が採れます。

．南海ウインクパス『原子力研究所前」下車すぐ
※JR熊取駅発（所要時間約10分）『大阪体育大学J行菅、

「っぽさがE北口』行き

※南海泉佐野駅前発（所要時間約30分）「大阪体育大学』行苦

次号以降の配布を希望される方let、総務掛
までと連絡ください。

と意見、E感想を滋稽古しています。
広報誌「アトムサイ工ンスくまとり」に対するご意見、ご
感想をお待ちしています。手紙、FA×、Eメールでお寄せ
ください。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力い
ただける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所総務課総務掛
干590・0494大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目
TEL.072-451-231 0 
FA×072-451-2600 
Eメールアドレス soumu2@rri.kyoto-u.ac.jp
ホームページ http。：／／www.rri.kyoto-u.ac.ip/

・本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載するととは
法律で定められた場合を除き、著作権の侵害と芯ります。
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